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みる・かたる・つくる-

鋭い感受性をとおしてとらえた美の世界

-〉房総の美術家シリーズ⑩く-

現 代 版 画 3 人 展

江
戸
期
に
栄
え
た
浮
世
絵
版
画

は
、
や
が
て
衰
退
し
な
が
ら
時
代

は
明
治
期
に
至
っ
た
。
従
来
の
版

画
は
、
絵
師
、
・
彫
師
・
摺
師
に
よ

る
分
業
協
同
制
作
と
い
う
方
法
で

行
な
お
れ
て
い
た
が
、
明
治
期
に
な

る
と
版
画
界
に
は
反
伝
統
、
反
浮

世
絵
の
精
神
が
芽
生
え
始
め
、
自

画
・
自
刻
・
白
描
に
よ
っ
て
自
己

表
現
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
創
作

版
画
の
運
動
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
。
や
が
て
、
そ
う
し
た
動
き
が

結
集
さ
れ
、
一
九
一
八
年
(
大
正

七
)
日
本
創
作
版
画
協
会
が
設
立

さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
版
画
の
向
上

と
普
及
を
目
指
す
た
め
に
、
文
展

に
出
品
の
受
理
を
要
望
し
、
さ
ら

に
東
京
美
術
学
校
に
版
画
科
の
設

置
を
要
望
す
る
を
ど
活
発
を
活
動

が
行
な
わ
れ
た
。
翌
年
に
は
、
第

一
回
屡
が
開
催
さ
れ
、
美
術
誌
に

も
そ
れ
ま
で
前
例
の
な
か
っ
た
版

画
の
特
集
が
載
る
を
ど
版
画
を
再

認
識
す
る
動
き
が
み
え
始
め
た
。

一
九
二
七
年
へ
昭
和
二
)
帝
展

に
版
画
の
出
品
が
受
理
さ
れ
、
版

画
は
普
及
す
る
か
に
見
え
た
が
、

一
方
で
は
趣
味
的
な
安
易
を
判
断

の
制
作
が
多
く
な
り
、
昭
和
期
前

半
に
か
け
て
低
迷
の
時
代
を
迎
え

た
。版

画
界
は
、
こ
の
よ
う
を
時
代

の
な
か
で
一
九
三
〇
年
(
昭
和
六
)

洋
風
版
画
協
会
を
設
立
し
、
翌
年

に
は
こ
れ
と
日
本
創
作
版
画
協
会
、

そ
の
他
の
作
家
が
集
ま
っ
て
日
本

版
画
協
会
と
改
称
し
て
版
画
界
の

再
建
と
復
興
が
始
ま
っ
た
。
明
治

期
以
後
、
不
当
に
軽
視
さ
れ
、
独

自
の
道
を
歩
み
続
け
怠
け
れ
ば
な

ら
を
か
っ
.
た
版
画
は
、
独
特
を
造

形
表
現
で
個
性
的
な
性
格
を
生
か

し
な
が
ら
地
道
に
そ
の
普
及
と
向

上
を
図
っ
て
き
た
。

近
年
に
み
ら
れ
る
版
画
界
の
活
、

●

況
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
わ
が

国
の
美
術
界
が
広
く
国
際
美
術
展

に
参
加
し
、
多
く
の
受
賞
者
を
輩

出
し
て
国
際
的
に
も
高
い
評
価
を

得
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
現
代
の
美
術
界
に

確
実
を
位
置
を
得
た
版
画
に
注
目

す
る
こ
と
は
、
現
代
美
術
の
一
つ

の
動
向
を
知
る
う
え
で
も
、
ま
た

改
め
て
版
画
を
見
直
す
機
会
と
し

て
も
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
属
で
は
"
房
総
の

美
術
家
シ
リ
ー
ズ
"

の
一
環
と
し

て
「
現
代
版
画
三
人
展
」
を
企
画

し
た
。
展
示
す
る
作
家
は
、
国
内

は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
国
際
的
に
も

高
い
評
価
を
受
け
、
房
総
に
も
非

常
に
ゆ
か
り
の
深
い
、
星
襲
一
、

浜
口
陽
三
、
深
沢
幸
雄
の
三
氏
に

特
に
集
点
を
あ
て
て
、
そ
の
鋭
い

感
受
性
を
と
お
し
て
と
ら
え
た
美

の
世
界
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
。

●
会
期

7
月
2
5
田
圃
-
8
月
製
日
㈲

月
曜
日
休
館

●
入
場
料
無
料

美
術
を
語

る
会

話
題

「
僕
の
版
画
に
与
え
た
メ

キ
シ
コ
の
古
代
美
術
に
つ
い
て
」

話
題
提
供
者

深
沢
幸
雄
氏

日
時

8
月
1
 
6
自
他

午
後
2
時

会
場

千
葉
県
立
美
術
館
県
民
ア

ト
リ
エ
研
修
室

ト
/
・
ゆ
ふ
・
や
ト
′
高
ぶ
・
高
ド
・
や
や
i
㈹
ド

(
作
者
略
歴
)

星

袈
一
(
ほ
し

じ
ょ
う
い
ち
)

一
九
一
三
̃
一
九
七
八

新
潟
県
小
出
町
に
生
ま
れ
る
。

台
糖
師
範
を
卒
業
し
、
戦
後
台
湾

よ
り
帰
国
。
後
、
武
蔵
野
美
術
学

校
に
学
ぶ
。
日
本
版
画
協
会
展
で

協
会
賞
、
園
国
会
展
で
回
国
賞
を

受
常
す
る
な
ど
同
会
貝
と
し
て
活

躍
。ま

た
、
東
京
国
際
版
画
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
展
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
日
本
現

代
版
画
展
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
美
術
館

日
本
現
代
版
画
十
人
展
、
イ
タ
リ

ー
・
カ
ル
プ
国
際
木
版
画
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ
屡
な
ど
に
出
品
し
、
国

際
的
に
活
躍
。
八
千
代
市
に
在
住
。

「
夜
明
け
」

「野の本」

「赤い地平線」

ー
2
-



みる・かたる・つくる-

●

"
青
、
,
こ
○
○
ご
「
,
」
「
、
」
コ
"
-
○
○
つ
、
○
こ
す
、
曽
ご
雷
を
〇
〇
〇
エ
ー
与
-
こ
ー
き
葛
己
「
〇
二
〇
〇
ー
自
主
雪
青
嶋
〇
〇
〇
」

本
館
で
は
"
み
る
・
か
た
る
・

つ
く
る
"

美
の
広
場
を
目
ぎ
し

活
動
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、

特
に
日
本
美
術
史
の
入
門
的
講

座
と
し
て
「
美
術
館
夏
季
大
学
」

を
開
催
し
て
い
る
。

今
回
は
、
そ
の
第
四
四
日
と

し
て
、
昨
年
の
「
日
本
洋
画
史

講
師

高
楯
在
久
(
本
館
館

艮
)

課
題

浅
井
忠
と
明
治
美
術

会
の
人
々

8
月
1
‖
牛
後

講
師

陰
里
鍼
郎
氏
(
東
京

田
立
文
化
財
研
究
所

浜
口
陽
三

(
は
ま
ぐ
ち

よ
う
そ

う
)

一
九
〇
九
̃

和
歌
山
県
有
田
耶
広
村
(
現
在

の
広
川
町
)
出
身
。
生
家
は
銚
子

で
代
々
韓
油
醸
造
を
家
業
と
し
て

お
り
、
六
歳
の
時
銚
子
に
移
住
。

興
野
小
学
校
卒
業
。
東
京
美
術
学

●
校
塑
像
科
に
学
ぶ
。
彫
塑
、
油
絵
、

日
本
画
の
研
究
を
経
て
戦
後
本
格

的
に
版
画
を
始
め
る
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
国
際
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
屈
服
画
部
門
最
高
賞
を
は
じ
め

数
多
く
の
受
賞
が
あ
る
。
現
在
は

パ
リ
に
在
住
。

「あじさい」

主
任
研
究
官
)

の
流
れ
」
を
さ
ら
に
掘
り

下
げ
、
明
治
・
大
正
期
に

重
要
を
位
置
を
占
め
た
洋

画
家
た
ち
に
焦
点
を
あ
て

て
開
講
す
る
。

一
、
主
催

干
葉
県
立
美

術
館

二
、
後
援

千
葉
県
立
美

術
館
友
の
会

三
、
場
所

千
葉
県
立
美

術
館
県
民
ア

ト
リ
エ
講
堂

四
、
期
間

昭
和
5
5
年
8

月
1
日
㊥
・

2
日
㈲

五
、
時
間

両
日
と
も
、

第四回美術館夏季大学 

課
題

振
田
清
輝
と
白
馬

午
前
9
時
半
-
午

後
4
時

六
、
受
講
料

無
料
(
但
し
、

テ
キ
ス
ト
代
等
若

干
の
自
己
負
担
あ

り
)

九
、

会
の
人
々

8
月
2
‖
午
前

講
師

田
中
穣
氏
(
読
売

新
聞
編
集
委
員
)

課
題

初
期
文
展
の
人
々

-
日
展
源
流
考
-

8
月
2
口
午
後

講
師

朝
日
晃
氏
(
東
京

都
美
術
館
事
業
課

長
)

課
題

大
正
期
の
美
術
と

白
樺

八
、
募
集
人
員

二
百
名

(
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
)

応
募
方
法

征高言飯高昭電裾的楢語 根の…弓‥亘へ

卵子ぷ器忠霊ぷ細心ふ

「てんとう良」

Ⅵ
“
虻
V
ハ

深
沢
幸
雄
(
ふ
か
ぎ
わ

ゆ
き
お
)

一
九
二
四
-

山
梨
県
西
八
代
郡
市
川
大
門
町

に
生
ま
れ
る
。
東
京
芸
術
大
学
彫

塑
科
に
学
び
、
後
独
学
で
銅
版
画

を
学
ぶ
。
東
京
国
際
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
展
、
ル
ガ
ノ
国
際
版
画
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
展
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
国
際

版
画
ビ
エ
ン
ナ
・
I
レ
展
を
ど
に
出

品
し
、
国
内
外
で
活
躍
。
日
本
版

画
協
会
賞
、
現
代
日
本
美
術
展
版

画
部
門
最
高
賞
を
ど
の
国
内
外
で

受
賞
多
数
。
日
本
版
画
協
会
会
員
。

現
在
市
原
市
に
在
住
。

七
、
内
容

8
月
1
日
午
前

用
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
令
・
電
話
番

号
を
明
記
し
て
、
美
術

館
「
夏
季
大
学
」
係
迄
。

似
、
来
館
の
際
、
直
接
申
込

み
を
さ
れ
で
も
結
構
で

す
。

「家族」



みる・かたる・つくる-

-
打
情
の
旅
路
-
九
月
十
三
日
㈲
よ
り
十
月
十
五
日
㈱
ま
で
開
催

特
別
展

竹

二

展

ま
て
ど
く
ら
せ
ど
こ
ぬ
ひ
と
を

宵
待
草
の
や
る
せ
な
さ

こ
よ
い
は
月
も
で
ぬ
き
う
な
。

明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
、
独
特
の
美
の
世
界
を
築
き

あ
げ
て
、
一
世
を
風
靡
し
た
竹
久

夢
二
を
ご
存
知
で
す
か
。

夢
二
式
と
呼
ば
れ
た
持
帰
的
な

美
人
画
を
す
ぐ
に
思
い
浮
べ
る
方

も
い
る
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
、

童
話
の
挿
絵
を
思
い
出
さ
れ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
更
に
、
楽
譜
や

婦
人
雑
誌
の
表
紙
の
絵
、
多
く
の

本
の
装
帳
等
々
。

ま
た
、
夢
二

の
図
案
に
よ
る
半
襟
や
浴
衣
も
大

い
に
も
て
は
や
さ
れ
ま
し
た
。

夢
二
の
創
作
活
動
は
、
実
に
幅

広
く
多
彩
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
夢
二
の
業
績
を
一
堂

に
集
め
、
夢
二
の
歩
ん
だ
挿
憎
の

旅
路
を
探
る
た
め
、
今
秋
、
「
竹
久

夢
二
張
」
の
開
催
を
企
画
し
ま
し
た
。

現
在
、
準
備
も
順
調
に
運
ん
で

お
り
、
き
っ
と
、
皆
様
に
御
満
足

の
い
た
だ
け
る
展
覧
会
を
開
催
で

き
る
も
の
と
、
確
信
し
て
い
ま
す
。

御
期
待
く
だ
さ
い
。

十
月
j
章
∴
目
出

饗
綴
酪
「木よI)秋へ」 甲南の炬燵」

「
晩
有
感
倒
し

4

∵
蝿

「紀ノ匡慢」 「黒船屋」

「丘の士の少女」



みる・かたる・つくる-

トピックス

●
緑
の
下
総
へ

パ
ス
の
旅
終
わ
る

友
の
会
と
の
共
催
と

し
て
行
お
れ
る
「
美
術

鑑
賞
バ
ス
の
旅
」
が
、

去
る
五
月
十
一
日
㈲
に

一
〇
五
名
の
参
加
を
み

て
行
お
れ
た
。

ま
ず
佐
原
市
の
県
立

大
利
根
博
物
館
を
見
学
し
、
利
根

川
を
中
心
と
し
た
束
下
総
地
方
の

歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

次
に
、
潮
来
町
の
臨
済
宗
長
勝
寺

に
行
き
、
国
指
走
重
要
文
化
財
の

銅
鏡
、
県
指
定
の
山
門
・
仏
殿
な

ど
を
拝
観
し
、
最
後
に
香
取
神
宮

を
参
拝
し
た
。

終
日
一
天
候
に
も
恵
ぐ
ま
れ
、

千
葉
県
立
美
術
館
協
議
会

委
員
決
ま
る

館
の
運
営
等
に
関
し
、
館
長

の
諮
問
に
応
じ
る
協
議
会
の
委

員
に
は
、
学
校
教
育
・
社
会
教

育
の
関
係
者
な
ら
び
に
学
識
経

験
者
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
新
ら

た
に
次
の
方
々
が
決
定
し
た
。

鋤
特

徴
(
県
立
生
浜
高
等

学
校
長
)

浅
見
富
舟

遠
藤
健
郎

田
中

穣

(
和
洋
女
子
大
学

教
授
)

(
画
家
)

(
読
売
新
聞
社
編

集
委
員
)

笹
岡
了
一
(
県
美
術
会
理
事

長
)

鈴
木
民
三
(
県
立
美
術
館
友

の
会
会
長
)

中
村
侍
三
郎
(
東
京
国
立
文

化
財
研
究
所
名

誉
研
究
員
)

野
口
貞
子
(
千
葉
市
婦
人
グ

ル
ー
プ
連
絡
会

役
員
)

牧
田

茂
(
白
梅
学
園
短
期

大
学
教
授
)

池
田
一
男
(
千
葉
市
立
末
広

中
学
校
長
)

(
順
不
同
・
敬
称
略
)

初
夏
の
日
ざ
し
と
新
緑
の
中
で
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。

●
関
東
地
区
博
物
館
協
会

総
会
・
研
究
会
開
く

去
る
五
月
二
十
九
日
㈹
∴
二
十

日
㈱
の
二
日
間
に
か
た
り
関
東
地

区
博
物
館
協
会
の
総
会
・
研
究
会

が
、
二
十
古
館
六
十
一
名
(
う
ち

個
人
会
員
∴
名
)

が
参
加
し
て
聞

か
れ
た
。

一
日
目
は
、
総
会
を
行
い
、
終

了
後
、
た
だ
ち
に
研
究
会
に
移
り

本
館
高
橋
存
久
館
長
に
よ
り
「
江

戸
前
考
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究

発
表
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
夜
に

は
懇
親
会
が
開
か
れ
、
参
加
者
の

親
睦
が
な
さ
れ
た
。

∴
日
日
は
、
見
学
会
が
あ
り
、

船
で
東
京
湾
臨
海
工
業
地
帯
を
巡

回
し
た
。

体

展

(
8
月
̃
9
月
)

▽
龍
峡
書
道
会
展

8
・
5
̃
8
・
1
0

無
料

▽
千
葉
市
教
職
員
美
術
展

8
・
1
9
̃
8
・
3
 
1

無
料

▽
第
1
 
0
回
い
て
ふ
会
彫
刻
展

8
・
1
 
9
̃
8
・
3
 
1

無
料

▽
子
ど
も
と
教
師
の
作
品
展

8
・
2
6
̃
8
・
3
1

無
料

▽
第
2
0
回
白
扇
会
書
道
展

9
・
2
̃
9
・
7

無
料

▽
窮
9
回
写
真
千
葉
県
展

無
料

▽
第
6
回
千
葉
県
児
童
美
術
展

9
・
9
̃
9
・
1
 
5

無
料

▽
胎
維
持
道
子
薬
地
区
展

9
・
1
 
7
̃
9
・
2
1

無
料

▽
第
7
国
文
化
常
道
千
葉
県
連
合

会
展9

・
1
7
̃
9
・
2
1

無
料

▽
千
葉
0
0
展

0
0

9
・
2
3
̃
9
・
2
8

無
料

▽
新
構
造
干
葉
支
部
展

9
・
0
0
̃
1
0
・
5

無
料

▽
千
葉
県
勤
労
者
美
術
展

9
・
0
0
̃
1
0
・
5

無
料

▽
フ
ァ
ン
シ
ー
展

9
・
0
0
̃
調
・
5

無
料

▽
新
構
造
干
葉
支
部
展

9
・
0
0
̃
的
・
5

無
料

日

5
月〃

l
‖
‖
"

●
-
-
ふ4門言714272

9
●

03

6
月40182

京
都
府
総
務
部
財
政
課

二
名

松
平
福
島
惧
知
事

北
海
道
教
育
庁
社
会
教

育
部
文
化
課
一
名

詫

抄

県
教
育
庁
地
方
出
張
所

長
会
談

友
の
会
美
術
鑑
賞
バ
ス

の
旅

県
博
物
館
協
会
役
員
会

及
び
総
会

美
術
を
語
る
会

(
話
題

提
供
者

松
尾
敏
男
氏
)

彫
塑
制
作
講
座
始
ま
る
。

県
立
美
術
館
・
博
物
館

学
芸
課
長
会
議

0
0

関
東
地
区
博
物
館

協
会
総
会
・
研
究
会

洋
画
擾
礎
講
座
始
ま
を

県
博
物
館
協
会
企
画
委

員
会

県
博
物
館
協
会
役
員
会

友
の
会
主
催
洋
画
入
門

講
座
始
ま
る

ー
5
臆



みる・かたる・つくる-

各
種
講
座
は

じ

ま

る

ト
ッ
プ
を
飾
り
彫
塑
制
作
講
座

彫
塑
制
作
講
座

本
年
度
最
初
の
実
技
講
座
「
彫

塑
制
作
講
座
」
が
去
る
五
月
二
十

四
日
也
よ
り
毎
週
土
曜
日
、
日
曜

日
の
計
八
日
間
、
真
新
し
い
県
民

ァ
ト
リ
工
の
第
二
実
技
室
で
開
催

さ
れ
た
。

講
師
は
、
本
館
に
設
置
さ
れ
て

い
る
「
浅
井
忠
像
」
「
椅
子
の
女
」

を
制
作
さ
れ
た
大
須
賀
力
氏
(
彫

刻
家
)
で
、
受
講
生
ひ
と
り
ひ
と

り
に
熱
心
に
指
導
さ
れ
た
。

諦
座
は
頭
像
の
制
作
で
:
小
棒

作
り
か
ち
肉
付
け
へ
と
制
作
が
進

む
に
つ
れ
て
、
受
講
生
も
た
び
た

び
む
ず
か
し
い
と
い
っ
た
様
子
を

み
せ
て
い
た
が
、
講
師
の
先
生
の

適
切
な
、
し
か
も
時
折
り
ユ
ー
モ

ア
を
ま
じ
え
た
指
導
で
、
真
剣
な

中
に
も
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
進

ん
だ
。
ま
た
、
石
膏
取
り
の
段
階

で
は
、
新
し
く
助
手
の
先
生
も
加

わ
り
、
て
き
ぱ
き
と
作
業
が
進
め

ら
れ
た
。

的
ま
で
計
十
日
間
行
九
九
る
。

講
師
は
千
葉
大
学
助
教
授
戸
田

健
夫
氏
で
、
講
座
は
、
第
一
日
・

第
二
日
が
石
膏
デ
ッ
サ
ン
、
第
三

日
・
第
四
日
が
人
物
デ
ッ
サ
ン
で

ぁ
っ
た
。
洋
画
の
基
礎
で
あ
る
対

象
を
し
っ
か
り
観
察
し
、
そ
れ
を

正
確
に
表
現
す
る
学
習
で
、
比
例
・

立
体
感
・
質
感
・
量
感
・
動
勢
な

ど
に
つ
い
て
、
講
師
の
先
生
か
ち

熱
心
な
指
導
が
あ
っ
た
。
次
回
よ

り
、
植
物
、
人
物
な
ど
の
水
彩
画

を
学
習
す
る
予
定
で
あ
る
.

そ
し
て
、
割
り
出
し
が
終
り
、

自
分
の
作
品
を
目
の
前
に
し
て
の

受
講
生
の
顔
は
満
足
感
に
満
ち
て

い
た
。

最
後
に
、
「
浅
井
想
像
」
の
前
で

諦
師
の
先
生
を
囲
ん
で
記
念
写
真

を
掘
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
終
了
し
た
。

各
踵
講
座
あ
ん
な
い

洋
画
基
礎
講
座

去
る
五
月
三
十
日
伽
か
ら
始
ま

っ
た
こ
の
講
座
は
、
九
月
十
五
日

●

●
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座

初
心
者
を
対
象
と
し
て
、
形
や

明
暗
の
と
ら
え
方
、
質
感
や
量
感

の
把
櫨
な
ど
、
石
膏
像
を
モ
デ
ル

に
し
て
絵
画
表
現
の
基
礎
的
な
学

習
を
目
的
と
し
た
講
座
で
あ
る
。

●
期
日二

期

9
月
1
2
日
・
1
3
日

二
期

u
月
8
日
,
9
日

●
時
間午

前
1
0
時
̃
午
後
4
時

●
請
的篠

崎
輝
夫
氏
(
日
展
会
員
)

●
募
集
人
員

0
0
名
(
応
募
者
多
数
の
と
き

は
抽
選
で
決
着
)

●
会
費無

料
(
た
だ
し
、
教
材
費
に

っ
い
て
は
自
己
負
担
)

●
締
切二

期

8
月
0
0
日
的

三
期

的
月
2
5
日
㈲

※
期
日
変
更
の
お
知
ら
せ

今
回
、
都
合
に
よ
り
9
月
的

日
㈱
・
廿
日
㈹
の
期
日
が
、

9
月
1
 
2
日
㈱
・
1
3
日
出
に
変

更
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
書
芸
入
門
講
座

今
回
は
「
葦
云
入
門
講
座
」
と

し
て
、
初
心
者
を
対
象
に
非
に
対

す
る
考
え
方
の
講
話
と
実
習
を
兼

ね
て
行
う
。

●
期
日8

月
1
0
日
㈲

●
時
間午

後
1
時
̃
午
後
4
時

●
講
師浅

見
喜
舟
氏
(
県
美
術
会
々

長
)

●
募
集
人
員

0
0
名
(
応
募
者
多
数
の
と
き

は
抽
選
で
決
定
)

●
会
費無

料
(
た
だ
し
、
教
材
費
に

●

っ
い
て
は
自
己
負
担
)

●
締
切8

日
‥
2
日
削
.

●
第
二
回
彫
塑
制
作
講
座

彫
塑
の
素
材
と
し
て
粘
土
を
使

用
し
、
対
象
物
か
ら
受
け
る
感
動

を
固
体
と
し
て
実
ら
せ
、
新
し
い

空
間
に
蘇
生
さ
せ
る
と
い
う
表
現

の
喜
び
を
育
て
る
講
座
で
あ
る
o

今
回
も
、
前
回
同
様
初
心
者
を

対
象
に
モ
デ
ル
に
よ
る
頭
像
を
学

習
し
、
石
膏
取
り
ま
で
行
、
㌔

期
日

同
月
1
日
㈱

2
日
㈱

1
0
月
9
日
㈱

1
0
日
鉛

的
月
1
 
7
日
給

1
8
日
脚

1
9
日
用

時
間

午
前
1
0
時
̃
午
後
4
時

講
師

青
木
三
四
郎
氏

募
集
人
員

2
0
名

会
費

無
料
(
た
だ
し
、
モ
デ

ル
・
助
手
・
石
膏
代
筆

と
し
て
、
七
千
五
百
円

程
度
の
自
己
負
担
)

締
切

9
月
6
日
㈲

※
各
藩
座
へ
の
申
込
方
法

.
①
講
座
名
②
住
所
、
氏
名
、

年
齢
③
電
話
番
号
を
明
記
し
、

美
術
館
普
及
室
研
修
班
係
宛

往
復
は
が
き
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
応
募
者
多
数

の
時
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。


